
















































































































因子 事百丙審 α E E 
31.戸惑っている .802 ー.053 -.110 
第 1因子 28.ドキドキしている .787 .145 .026 
緊張・戸惑い 29.失礼な態度で不快にさせていないか心E .778 .052 ー.066 .870 
と心配 27.機嫌が急に悪くならないか心配である .761 .128 .091 
25.困っている .749 ー.142 ー.052
21.黙り込んでしまう .424 ー.212 .253 
第E因子 30.おもしろい * .003 .754 .020 無関心・興味 24.心が和む 綱取 .063 .732 .103 
無しと不安定感 32.落ち着いている ‘' 
ー.267 .574 .234 .719 
26.興味深さを感じている ‘" .324 .535 
ー.350
第E因子 33.退屈であきてしまう -.144 .162 .811 
回避と停滞 23.逃げたくなる .365 ー.029 .612 .781 



















































































































第 I因子 第E因子 第E因子
緊張・戸惑いと心配 無圏心・興味無しと不安定感 回避と停滞
標準偏回帰係数 相関係数 標準備回帰係数 相関係数 標準偏回帰係数 相関係数
社会人経験 -.229市$ -.318 ・市$ -.216・ -.246問 一.176韓 - .219.. 
老人との同居経験 一.097 一.127
老人から世話を 一.073 一.143 -.114 -.179柿
受けた経験
老人の世話を 102 .126 
した経験
FSA .113・ .176帥事 .225叩 .256開 .431柑 .463柿申
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